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（5）需要量の調査











（３）市内及び周辺地域での木質バイオマス燃料製造の状況の整理
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（1）市内及び周辺地域での森林資源の賦存量等の把握


湖南市の森林面積は3,659haで、すべて県有林である。





■賦存量（最大値）：5,688㎥


・スギ384㎥、ヒノキ4,188㎥、マツ831㎥、その他（広葉樹等)287㎥





■利用可能量：17㎥/ha


３年間の切り捨て間伐材推計408.9㎥





導入可能性調査


熱需要施設（温泉・福祉施設・ゴルフ場・温室ハウス）


①アンケート調査（発送数55通　回収数23通　回収率41.8％）








事業者�
タイプ�
生産量および販売価格�
材買取価格（運賃込）�
�
A�
広葉樹薪�
・400~600t/年


・価格（運賃別）：乾燥薪4万円/t


未乾燥薪3万円/t�
9,000~10,000円/t


（運賃込み）�
�
B�
広葉樹薪�
・3～5t/年


・価格：（不明）�
（不明）�
�
C�
広葉樹薪�
・12～13t/年


・価格：4万円/t（土場渡し）�
6,000円/t（基本的には針葉樹と同価格）�
�






②エネルギー診断


【現地調査】


①の調査で「木質バイオマス設備の導入意向を有する施設」に対し、施設エネルギー現地調査、施設管理者ヒアリング調査を実施


施設種別�
施設規模�
使用


エネルギー�
導入


可能性�
�
温浴施設�
大浴場・露天風呂


（＋温水プール4～10月）�
灯油�
○�
�
高齢者


福祉施設�
施設①入所定員50名（＋デイサービス40名）部屋数46室�
LPG�
〇�
�
�
施設②入所定員76名（＋デイケア34名）


部屋数41室（4人部屋・個室）�
�
�
�
�
施設③入所定員50名（＋ショートステイ20名）�
�
�
�
障がい者


福祉施設�
入所定員58名�
灯油�
△�
�
障がい者


福祉施設�
入所定員55名�
重油・LPG


・灯油�
△�
�






（２）市内及び周辺地域での森林の整備・利用状況の整理


■中央森林組合


・中央森林組合の施業後に、市の生産森林組合等が切捨て材を搬出する場合は、所有者の同意が得られれば可能。（追加作業が発生する場合は別途相談が必要。）


■市内の森林生産組合


・ほとんどの組合が年１～２回程度の林道整備を実施しているのみ、森林整備（「山行き」活動）を行っているのは東寺生産森林組合である。


・共通課題として、世代交代等による人材不足、意識の低下、活動への参加が減少。森林整備活動自体に慣れていないため、これまで同様の活動を実施することも困難。


・組合員自ら作業を行うことは難しいが、伐採搬出等の作業ができる人が整備を行うことについては、相談に応じる傾向。


■民間事業者


・単なる薪材の調達先というよりも、多様な山づくりのパートナーとして市内の生産森林組合等と協働できればと考えている。薪ボイラーが公共施設等に導入される場合は、燃料となる針葉樹薪の生産、供給事業に携わることにも関心がある。


・条件次第で原材料供給の検討は可能。現場での伐採、搬出作業への協力は困難





事業者�
種類�
原材料�
生産量（推定）�
材買取価格（運賃込）�
�
A�
切削型�
・間伐材


・林地残材�
・5,000～8,000t/年


・大部分が燃料用�
3,500~4,000円/t


（木の駅等の場合）�
�
B�
破砕型�
・開発等支障木


・建築廃材�
・燃料用は1,200t/年


・全て発電所向け契約�
逆有償での引取りのみ�
�
C�
破砕型�
・業務系の廃材


・建築廃材�
・4,500t/年


・大部分が燃料用�
逆有償での引取りのみ�
�






事業者�
タイプ�
原材料�
生産量（推定）�
材買取価格（運賃込）�
�
A�
ホワイト�
製材端材


おがこ等�
30t/年程度�
無料�
�
B�
全木�
未利用間伐材�
―　（※）�
―�
�






（6）需要設備の検討


①設備メーカーカタログ等調査、②導入先ヒアリングより木質バイオマス燃料（薪、チップ、ペレット）別の導入、運用メリット、デメリットを整理


燃料�
メリット�
デメリット�
�
共通�
・環境に配慮した燃料�
・出力変動や起動停止に時間がかる


・低出力では不完全燃焼


・灰の処理�
�
薪�
・最も燃料の製造が容易�
・燃料投入の手間


・燃焼効率が低い


・煙が多く、火力の調整が困難


・含水率、樹種、サイズ�
�
チップ�
・比較的容易に製造が可能


・ボイラーへの自動投入、自動運転可能


・ボイラーによっては、生チップでも使用可能�
・含水率、樹種、サイズ


・ボイラーシステムで、適合するチップの形状、水分が変化


・サイロ（燃料貯蔵庫）、燃料供給装置の取付�
�
ペレット�
・大きさが均一で、木質燃料の中で一番扱いやすい


・小型機器でも燃焼効率が良い


・ボイラーへの自動投入、自動運転が可能�
・薪・チップと比べて高価


・サイロ（燃料貯蔵庫）、燃料供給装置の取付


・機種によっては使用できるペレットが限定される�
�






（４）供給体制の検討





（b）木質燃料製造事業の検討


①既存燃料の調達コスト（製造委託）


②新規燃料製造コスト（新規整備）	３パターンでの供給コストを検討


③林福連携による薪製造コスト


【検討結果及び今後の課題】


・原料となる間伐材確保の目途がつけば、薪ボイラー用の針葉樹薪を生産、供給するシステムを構築することは可能と考えられる。


・市内の間伐材を活用した事業を検討する場合、薪の保管場所、乾燥期間等考慮する必要がある。（一般的な薪ボイラーの推奨含水率は25～30％となっており、他都市での検討結果等を見ると、約半年間乾燥期間が必要。また、薪の売買にあたっては、含水率の基準を設定するなどの検討が必要）


・山側への還元や燃料製造にかかわる雇用確保などの観点から、製造コストが厳しくなっており、今後さらなる条件等を考慮した試算検討が必要。








（a）持続可能な森林経営に向けた伐採・利用計画の策定


・森の健康診断（健全度を知る）


・山の棚おろし（価値を知る）


・伐採・利用計画（森づくり構想）の策定


【ワークショップ】


①森づくり検討ワークショップ


（夏見生産森林組合）


・地域の森林の将来ビジョンを共有するワークショップを実施


②現地検討「山の棚卸し」


（東寺生産森林組合）


・林内で立木の計測・伐倒を行い、製材加工して販売した際の価値を予測





導入モデルの検討


①十二坊温泉ゆらら�
②高齢者福祉施設�
③農業施設�
④福祉施設、学校等�
�
薪ボイラー＋貯湯槽�
チップボイラー＋貯湯槽�
薪ストーブ＋扇風機�
薪・ペレットストーブ�
�
・ベースの熱需要を薪ボイラーで供給、変動を灯油ボイラーで対応するシステム


・市外からの施設利用者等に対し、「湖南市＝地域エネルギーのまち」のイメージを定着�
・現場の人で不足を考慮し、全自動により、手間が掛らないシステムを導入�
・冬季の加温により、端境期の農作物を生産


・需要が増加している直売所への出荷等により、新規就農者等の安定経営を図るモデル


・農福連携による取り組みとも連携が可能�
・高齢者、障碍者福祉施設への導入や、学校などへの導入により環境学習等に活用


・公共施設での率先利用により活動初動期の需要を創出。�
�






（７）導入に向けた事業計画の検討（供給体制のステップアップと合わせた段階的な導入シナリオを検討）


Step1（～１年）薪・ペレットストーブで利用（年間20t）➡　Step2（～３年）薪ボイラーの導入（年間200t）➡　Step3（～５年）地域の福祉施設等への薪ボイラー等の普及（年間500t）➡　Step4持続可能な地域経営の確立（年間1,000t）


↑初動期のランニングコストへの支援、地域における供給体制の継続的検討、安定した需要の創出が鍵








